


ない供試体は載荷点(はり中央)近傍の圧縮フランジ

で局部座屈するのに比べ、DR供 試体は(補 剛リブ

端部の少し離れた位置の圧縮フランジで座屈してい

ることが分かる。この圧縮フランジの局部座屈位置

が載荷点位置からより遠くなったことにより圧縮フ

ランジの局部座屈の時期がリブのない供試体より遅

れることになり、その結果として塑性回転容量が大

きくならている。

図‐2は 、選定した補剛リブの中で中間的な寸法(29

X4.5X442)を 有する AR‐3供 試体の座屈後の崩壊

状況を示す。この場合、圧縮フランジの局部座屈と

共に補剛リブの載荷点近傍で座屈変形していること

が分かる。

図‐3は 、圧縮フランジに設けた補岡リ ブの岡Ⅲ度の

違いによる供試体 Aグ ループの曲げモーメントー回

転角曲線を示す。縦軸はスパン中央の曲げモ
ーメン

トMを はりの全塑性モーメントMPで 、横軸は(―は

りの部材回転角θを弾性限回転角θ pで それぞれ無

次元化したものであると図から ARも 供試体が、塑

性強度、塑性回転角ともに大きいことが分かる。ま

た、通常の補岡Jリブ(40X8X42)を 有するAR‐1供

試体およびリブ岡1度(26X3.2X442)が 最も小さぃ供

試体 AR4は 、共にほぼ同程度の回転容量、塑性強

度を有しており、補岡リ ブのない A‐6供 試体よりは

塑性回転容量、塑性強度共にに大きいが AR-3供 試

体よりは共にガヽさいことが分かる。この原因として

考えられることは、リブ岡J度を大きく設定すると、

リブが設けられている部分では圧縮フランジの局部

図‐1.座屈後の DR供 試体

rF■縮フランジリブ:40 X 8 X 5 7 4 )

図‐2.座屈後の AR‐3供 試体

に縮フランジリブ:29X45X442)

図‐3.リブ剛度の違いによるM―θ曲線

座屈は起こらずtリ ブの端部でフランジ断面のみの局部座屈をしていくのに対して、リブ剛度を適度に設定

した場合は、図‐2に 示したように圧縮フランジと補剛リブが同時に、あたかもリブが圧縮フランジの
一
部

であるかのように働いたため、塑性強度、回転容量を共に大きくしたようである。

4.あとがき

本実験は、圧縮フランジにリプを有する H形 断面ばりを製作し、塑性回転容量及び塑性強度に関する実

験的基礎資料を得た。今後は、これを基にオ
ー トス トレス設計に採用できるフランジおよびウェプの幅厚比

制限値を検討し、現行 Gtide Spec.によって求められた断面桁と,ブ を有する断面桁との比較設計を行い経

済性について、さらに最適な補岡リ ブ剛度にっいて検討していくつもりである。
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